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刺し子を楽しむ参加者たち

ステージ上で「虹は果てなく」を合唱

今
回
も
盛
大
に
開
催

　
第
17
回
関
西
壱
岐
の
会

勝
本
町
沖
で
衝
突

韓
国
の
貨
物
船
と

　
　
勝
本
漁
協
・
漁
船

車
ご
と
海
に
転
落
、

死
亡

壱
岐
も
４
か
所
で「
水
質
Ａ
Ａ
」

県
内
25
海
水
浴
場
で
水
質
調
査

ガ
イ
ダ
ン
ス
で「
さ
な
ぶ
り
の
祭
り
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
一
支
國
研
究
会

刺し子の体験講座など
第 25 回市民いこいスペース

優
勝

郷ノ浦・第７分団 2 部
石田・第 2 分団第 3 小隊
市大会は７月１日に実施

消防ポンプ操法大会

　
地
区
大
会
の
最
後
と
な
る
市

消
防
団
主
催
の
第
27
回
郷
ノ
浦

地
区
と
第
28
回
石
田
地
区
の
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
24
日
、

芦
辺
町
、
市
消
防
団
操
法
訓
練

場
で
開
か
れ
、
郷
ノ
浦
地
区
は

第
７
分
団
２
部
（
長
島
）、
石

田
地
区
は
第
２
分
団
第
３
小
隊

（
山
崎
地
区
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
優
勝
し
た
。

　
梅
雨
の
雨
が
時
折
激
し
く
降

る
中
行
わ
れ
た
同
大
会
で
は
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
が
実
施

さ
れ
、
こ
れ
で
４
地
区
の
出
場

チ
ー
ム
が
決
ま
り
、
市
大
会
が

７
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
。

　
大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
通

り
。

【
郷
ノ
浦
地
区
】

▽
優
勝
＝
第
７
分
団
２
部
（
長

島
）、
指
揮
者
・
徳
島
博
、
１

番
員
・
辻
川
拓
也
、
２
番
員
・

徳
島
一
郎
、
３
番
員
・
徳
島

正
次
、
補
助
員
・
高
山
幸
司
、

１
６
９
点
▽
準
優
勝
＝
第
７
分

団
１
・
３
部
（
大
島
・
原
島
）、

１
５
７
点
▽
３
位
＝
第
２
分
団

２
部
（
渡
良
）、
１
４
７
点
▽

４
位
＝
第
５
分
団
（
志
原
）、

１
４
５
点

【
石
田
地
区
】

▽
優
勝
＝
第
２
分
団
第
３
小

隊
（
山
崎
）、
指
揮
者
・
平
田

征
史
、
１
番
員
・
脇
田
亘
、
２

番
員
・
脇
田
良
司
、
３
番
員
・

江
口
慎
太
郎
、
補
助
員
・
酒
井

博
俊
、
１
８
６
点
▽
準
優
勝
＝

第
２
分
団
第
２
小
隊
（
筒
城
）、

１
７
８
点
▽
３
位
＝
第
３
分
団

第
３
小
隊
（
湯
岳
）、
１
５
２

点

　
県
は
18
日
、
本
格
的
な
海
水

浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
、
今

年
5
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
、
過
去
3
年
間
で
、
年
間

の
利
用
者
数
が
概
ね
１
万
人

を
目
安
と
し
て
、
県
内
の
主
要

な
海
水
浴
場
25
か
所
を
対
象

に
実
施
、
水
質
調
査
結
果
を
発

表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
県
内
25
海

水
浴
場
の
開
設
前
の
水
質
は
、

全
て
良
好
の
「
適
」
で
、
こ
の

う
ち
20
か
所
が
最
高
ラ
ン
ク

の
「
水
質
Ａ
Ａ
」
で
前
年
に
比

べ
３
か
所
増
え
、
次
の
「
水
質

Ａ
」
が
昨
年
か
ら
３
か
所
減
っ

て
５
か
所
に
な
り
、
病
原
性
大

腸
菌
Ｏ
―
１
５
７
に
つ
い
て

は
す
べ
て
の
海
水
浴
場
で
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。
放
射
性
物

質
も
す
べ
て
の
海
水
浴
場
で

「
不
検
出
」
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
本
市
の
石
田
町
、
筒
城
浜
・

大
浜
・
錦
浜
の
３
海
水
浴
場
、

勝
本
町
、
辰
の
島
海
水
浴
場
の

４
海
水
浴
場
は
い
ず
れ
も
「
水

質
Ａ
Ａ
」
で
、
中
で
も
筒
城
、

辰
の
島
両
海
水
浴
場
は
、
「
快

水
浴
場
百
選
」
に
入
っ
て
お

り
、
４
海
水
浴
場
の
昨
年
の
利

用
者
は
▽
筒
城
・
前
年
と
同
じ

く
１
９
、
０
０
０
人
▽
大
浜
・

前
年
か
ら
１
、
０
０
０
人
減
り

５
、０
０
０
人
▽
錦
浜
・
同
２
、

０
０
０
人
減
、
７
、
０
０
０
人

▽
辰
の
島
・
同
２
、
０
０
０
人

減
、
４
、
０
０
０
人
と
な
っ
て

い
る
。
　

【
快
水
浴
場
】
環
境
省
が
、
人
々

が
水
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
個
性
あ
る
水
辺
を
積

極
的
に
評
価
し
、
こ
れ
ら
の

快
適
な
水
浴
場
を
広
く
普
及

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
40
都

道
府
県
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

１
９
１
の
水
浴
場
で
▽
美
し

い
水
辺
（
水
質
、
自
然
景
観
）

▽
清
ら
か
な
水
辺
（
環
境
へ
の

配
慮
、
取
り
組
み
）
▽
安
ら
げ

る
水
辺
（
安
全
性
）
▽
優
し
い

水
辺
（
利
便
性
）
▽
豊
か
な
水

辺
（
人
と
水
と
の
か
か
わ
り
）

の
基
準
に
照
ら
し
て
、
全
国

の
１
０
０
か
所
の
水
浴
場
を
、

「
快
水
浴
場
百
選
」
（
平
成
18

年
）
と
し
て
選
定
、
本
県
か
ら

は
石
田
町
、
筒
城
浜
海
水
浴
場

な
ど
９
か
所
が
選
ば
れ
て
い

る
。

　
本
年
度
・
原
の
辻
一
支
国
王

都
復
元
公
園
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
一
支
國

研
究
会
（
鵜
瀬
守
理
事
長
）
が

主
催
す
る
「
古
代
米
づ
く
り
事

業
」
の
「
お
田
植
祭
」
が
９
日

に
行
わ
れ
た
が
、
「
さ
な
ぶ
り

の
祭
り
」
が
24
日
午
前
10
時
か

ら
、
芦
辺
町
、
原
の
辻
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
約
１
０
０
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。

　
神
前
に
早
苗
と
「
お
神
酒
」

を
そ
な
え
、
田
植
え
が
無
事
終

了
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て
豊
作

を
祈
願
し
、
皆
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
ご
ち
そ
う
を
食
べ
、
互
い

に
田
植
え
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

い
う
「
さ
な
ぶ
り
」
の
今
回
の

祭
り
は
、
王
都
復
元
公
園
の
祭

儀
場
で
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

梅
雨
の
悪
天
候
に
よ
り
同
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
行
わ
れ
、
壱
岐
神
楽

の
「
豊
年
舞
」
＝
写
真
＝
に
続

く
神
事
の
後
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
前

の
水
田
で
昨
年
収
穫
し
た
赤
米

と
黒
米
を
使
っ
て
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
の
メ
ン
バ
ー
が
作
っ
た
「
の

べ
だ
ご
」
が
参
加
者
に
振
る
舞

わ
れ
た
。

　
祭
り
に
参
加
し
て
の
べ
だ
ご

を
ほ
お
ば
っ
て
い
た
田
河
小
学

校
４
年
、
吉
川
治
希
く
ん
は
「
祭

り
は
面
白
か
っ
た
。
だ
ご
は
甘

く
な
い
け
ど
粘
り
が
あ
り
味
が

あ
っ
て
お
い
し
い
」
な
ど
と
、

頬
を
だ
ご
で
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

話
し
た
。

　
今
回
で
17
回
め
を
迎
え
た
関

西
壱
岐
の
会
総
会
が
6
月
24

日
、
大
阪
市
都
島
区
中
野
町
に

あ
る
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
6
階
に
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　
当
日
会
場
は
午
前
11
時
よ

り
受
付
開
始
、
昼
12
時
よ
り
開

会
と
な
っ
た
が
、
会
場
内
で
は

受
付
時
間
前
か
ら
壱
岐
物
産

の
展
示
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

大
阪
の
地
で
郷
土
の
味
を
求

め
る
人
た
ち
が
、
午
前
９
時
を

過
ぎ
た
時
点
か
ら
続
々
と
来

場
し
て
い
た
。

　
当
日
の
来
場
者
は
、
関
西
壱

岐
の
会
会
員
１
１
７
人
、
来
賓

42
人
の
総
計
１
５
９
人
。
各

テ
ー
ブ
ル
の
配
置
は
各
町
ご

と
に
別
け
ら
れ
、
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
と
壱
岐
の
話
題
を
さ
か

な
に
、
話
に
花
が
咲
い
て
い

た
。
ま
た
麦
焼
酎
と
壱
岐
か
ら

届
い
た
ア
ジ
の
み
り
ん
干
し

を
焼
く
煙
と
匂
い
が
会
場
内

に
充
満
す
る
と
、
フ
ロ
ア
内
は

壱
岐
に
い
る
か
の
よ
う
な
雰

囲
気
が
広
が
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
恒
例
と
な
る

「
虹
は
果
て
な
く
」
（
関
西
壱

岐
の
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
）
の
合

唱
、
壱
岐
の
物
産
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
と
、
催
し
内
容

も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
さ

れ
、
約
3
時
間
の
総
会
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
閉
会
を
迎
え
た
。

　
関
西
壱
岐
の
会
立
石
英
隆
会

長
は
挨
拶
の
中
で
、
「
関
西
の

地
に
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

し
て
壱
岐
の
観
光
や
産
業
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
か
、
関
西
だ

け
で
な
く
、
各
壱
岐
の
会
の
皆

様
と
連
携
し
な
が
ら
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
、
強

い
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。

　
25
日
午
前
７
時
33
分
ご
ろ
、

勝
本
町
若
宮
島
か
ら
約
21
㌔
沖

の
海
域
で
、
勝
本
町
漁
協
所
属

の
イ
カ
釣
り
漁
船
「
金
比
羅
丸
」

（
中
原
一
也
船
長
、
3
人
乗
り
組

み
、
18
㌧
）
と
韓
国
の
貨
物
船

「
Ｙ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
（
ユ
ジ
ン
）」
（
李

康
在
船
長
、
14
人
乗
り
組
み
、
２
、

９
７
４
㌧
）
が
衝
突
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
の
調
べ
に

よ
る
と
、
金
比
羅
丸
は
、
対
馬

東
方
で
イ
カ
漁
を
終
え
、
自
動

操
舵
で
勝
本
港
に
帰
港
中
、
一

度
は
ユ
ジ
ン
を
確
認
し
た
が
、

作
業
に
没
頭
し
見
張
り
不
十
分

と
な
り
衝
突
、
ユ
ジ
ン
は
韓
国

に
向
け
航
行
中
、
船
長
が
操
船

不
適
切
（
避
航
動
作
不
十
分
）

に
よ
り
衝
突
し
た
。

　
こ
の
事
故
で
金
比
羅
丸
の
乗

組
員
１
人
が
首
を
痛
め
た
が
、

そ
の
ほ
か
両
船
で
け
が
人
は
な

か
っ
た
。

　
23
日
午
前
７
時
４
分
頃
、
芦

辺
町
箱
崎
大
左
右
触
、
芦
辺
港

内
の
海
中
で
、
通
行
人
か
ら
の

「
通
報
で
車
両
が
転
落
し
て
い
る

よ
う
だ
」
の
通
届
出
を
受
け
、

消
防
隊
員
が
海
中
を
検
索
し
た

と
こ
ろ
、
海
中
に
転
落
し
た
車

の
中
か
ら
、
同
町
諸
吉
仲
触
、

会
社
員
、
末
永
賢
二
さ
ん
（
31
）

が
死
亡
し
て
見
つ
か
っ
た
。

　
壱
岐
署
は
、
死
亡
の
原
因
な

ど
捜
査
中
。

□
訂
正

▽
前
号
３
面
の
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
の
記
事
で
、
第
1
分
団

が
優
勝
と
あ
る
の
は
第
11
分
団

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す

　
第
25
回
市
民
共

有
い
こ
い
ス
ペ
ー

ス
が
24
日
、
郷
ノ

浦
町
、
文
化
ホ
ー

ル
の
旧
郷
土
館
ス

ペ
ー
ス
で
「
ジ
ュ
ー

ン
愛
」
を
テ
ー
マ

に
開
か
れ
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ア
レ
ン

ジ
に
よ
る
生
け
花

展
、
愛
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
作
品
展
な

ど
あ
っ
た
。

　
今
回
は
無
料
の

体
験
講
座
と
し
て
「
な
つ
み
さ

ん
の
か
ん
た
ん
刺
し
子
」
が
、

園
児
を
は
じ
め
15
人
が
受
講
し

て
行
わ
れ
、
受
講
者
た
ち
は
布

に
マ
ー
ク
し
た
円
な
ど
を
、
講

師
の
郷
ノ
浦
町
、
長
尾
な
つ
み

さ
ん
の
指
導
で
一
針
ず
つ
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
　

　
今
回
の
講
座
に
最
年
少
で
参

加
、
裁
縫
が
好
き
で
兄
弟
で
楽

し
ん
で
い
る
と
い
う
郷
ノ
浦
幼

稚
園
の
年
長
、
山
口
む
つ
き
く

ん
は
「
と
っ
て
も
楽
し
い
」
と

話
し
な
が
ら
、
手
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
上
手
に
円
模
様
の
刺

し
子
を
つ
く
っ
て
い
た
。


